
『
身
延
論
叢
』
第
二
十
五
号　

編
集
後
記

　

身
延
山
大
学
仏
教
学
会
の
機
関
誌
『
身
延
論
叢
』
の
第
二
十
五
号
「
特
集　

円
弘
と
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

一
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て

　

本
誌
は
本
会
会
員
の
投
稿
を
も
っ
て
こ
れ
を
発
行
す
る
も
の
で
す
。
平
成
三
十
一
年・

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
は
、
編
集
委
員
に
よ
る
依
頼

原
稿
を
含
め
、
会
員
内
外
の
八
名
の
先
生
方
よ
り
ご
投
稿
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
号
に
は
、
仏
教
学
関
係
が
六
本
、
日
蓮
学
関
係
が
一
本
、
福

祉
学
関
係
が
一
本
と
、
巾
広
い
分
野
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
成
果
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
高
覧
の
上
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
賜
れ
ま
す

と
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
そ
れ
で
は
掲
載
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

冒
頭
よ
り
四
本
は
「
円
弘
と
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
」
に
関
す
る
論
攷
で
編
成
し
、
も
っ
て
特
集
号
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

金
天
鶴
先
生
の
論
攷
は
、
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
関
す
る
既
発
表
の
三
本
の
論
文
中
、
最
後
に
発
表
し
た
韓
国
語
の
論
文
を
日
本
語

に
翻
訳
し
た
も
の
で
、
円
弘
新
羅
人
説
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
を
確
定
し
て
い
ま
す
。

　

蓑
輪
顕
量
先
生
の
論
攷
は
、
前
述
の
金
天
鶴
先
生
の
論
攷
に
対
す
る
既
発
表
の
論
評
を
転
載
し
た
も
の
で
、
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　

岡
本
一
平
先
生
の
論
攷
は
、
逸
書
で
あ
る
円
弘
撰
『
円
弘
師
章
』
を
主
題
と
す
る
最
初
の
研
究
と
し
て
、
そ
の
逸
文
を
集
成
し
、
円
弘
の
思
想
的

立
場
に
つ
い
て
講
究
す
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
視
座
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

　

金
炳
坤
先
生
の
論
攷
は
、
円
弘
、
并
び
に
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究
成
果
を
網
羅
的
に
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
概
観
し

て
い
ま
す
。

　

桑
名
法
晃
先
生
の
論
攷
は
、
深
草
瑞
光
寺
に
お
け
る
研
究
調
査
を
踏
ま
え
て
、
本
妙
日
臨
に
お
け
る
元
政
か
ら
の
影
響
を
、
戒
観
を
中
心
に
考
察

す
る
も
の
で
、
日
蓮
教
学
史
上
に
お
け
る
戒
の
研
究
に
新
た
な
視
点
を
加
え
て
い
ま
す
。
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岡
田
文
弘
先
生
の
論
攷
は
、
令
和
元
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
受
け
継
が
れ
る
べ
き
も
の
語
り
継
が
れ
る
べ
き
こ
と
」
の
講
演
録
で
、

多
彩
な
資
料
を
用
い
て
、
仏
教
説
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

椿
正
美
先
生
の
論
攷
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
対
す
る
語
学
的
研
究
の
続
き
で
、「
所
」「
見
」「
被
」
の
用
例
を
調
査
対
象
に
、
被
動

文
の
成
立
条
件
に
つ
い
て
古
典
漢
語
文
法
の
立
場
か
ら
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

楢
木
博
之
先
生
の
論
攷
は
、
あ
る
県
に
お
け
る
「
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
究
過
程
Ⅰ
」
の
受
講
者
に
よ
る
自
己
評
価
を
通
し
て
、
介
護
支
援
専

門
員
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
把
握
し
、
今
後
の
研
修
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、Jill Em

m
a Strothm

an

先
生
に
は
英
文
目
次
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
編
集
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
登
録
完
了
報
告

　

身
延
山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
九
月
一
日
の
公
開
以
来
、
身
延
山
大
学
で
日
々
創
造
さ
れ
る
研
究・

教
育
成
果

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
社
会
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
前
身
で
本
誌
の
前
誌
で
あ
る
、
身
延
山
短
期
大
学
学
会
の
研
究
紀
要
『
棲
神
』（
第
三
号
と
第
十
三
号
を
除
く
全
六
五
冊
）
の
身
延
山
大
学

リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登
録
作
業
が
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
年
）
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
九
月
四
日

発
行
の
『
中
外
日
報
』
の
記
事
「
資
料
電
子
化
の
進
捗
な
ど
報
告
」（
一
一
面
）
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
が
平
成
三
十
年

十
月
十
三
日
発
行
の
「
続
『
棲
神
』
総
目
録
（
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
）」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
十
九
号
（
一
五
頁
）
に
お
い

て
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
、
同
年
十
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
三
十
年
度
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
評
議
員
会
」
で
は
、

担
当
の
金
炳
坤
評
議
員
よ
り
「
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
進
捗
状
況
報
告
」
が
な
さ
れ
、
こ
の
時
点
で
『
棲
神
』
全
六
五
冊
の
う
ち
一
八
冊
の
登
録
が
完
了
し

た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
九
年
十
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
評
議
員
会
」
で
は
、
担
当
の
金
炳
坤
評
議
員
よ
り
、
桑

名
法
晃・

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
助
教
、
宇
佐
美
玄
秀・

身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
事
務
長
兼
Ｉ
Ｒ
事
務
主
任
の
協
力
の
も
と
、
残
り
の
四
七
冊
の
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登
録
が
完
了
し
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
の
計
画
当
初
よ
り
三
年
を
目
途
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
『
身
延

論
叢
』
及
び
『
棲
神
』
の
身
延
山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登
録
作
業
が
無
事
に
成
満
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
こ
れ
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
事
務
局
便
り
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スseishin@

m
in.ac.jp

）

①
入
会
案
内　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
会
則
」
を
熟
読
の
上
、
事
務
局
（
庶
務
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル

添
付
に
て
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
入
会
申
込
書
」
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
添
付
ま
た
は
郵
便
に

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
購
入
案
内　
『
身
延
論
叢
』
及
び
『
棲
神
』（
第
二
十
八
号
以
降
）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
（
会
計
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
冊
に
つ
き
三
、
一
八
〇
円
（
ス
マ
ー
ト
レ
タ
ー
料
金
を
含
む
）
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

③
原
稿
募
集　

投
稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「『
身
延
論
叢
』
投
稿
規
定
」
を
熟
読
の
上
、
編
集
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑴
応
募
期
限　

原
稿
の
種
類・

題
名
を
七
月
末
日
ま
で
に
編
集
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

⑵
投
稿
締
切　

投
稿
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
最
終
締
め
切
り
は
十
月
末
日
（
厳
守
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
学
の
四
六
四
年
、
本
誌
の
一
〇
七
年
に
も
及
ぶ
歴
史
を
正
し
く
継
承
し
、
向
後
も
、
弛
ま
ず
勤
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
結
実
を
披
露
す
る
場

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
よ
う
に
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
寄
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
何
卒
旧
倍
の
ご
交
誼
ご
叱
正
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

編
集
委
員　

金　

炳
坤
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